




（別紙）
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※点検者と現場代理人は重複しても構いません。

１．第三者に対する安全対策 チェックした項目にレ点、現場条件に該当しないものは対象外に○をつける
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道路等（人の往来がある所）に近接して掘削等により開口しているなど危険な箇所がある場合
には、蓋又は防護柵を設置するなど、転落防止措置を講じているか。

現道上に設置する工事看板等の各種標識類は、所定の場所に交通の支障とならないよう設
置しているか。（また、運転者、歩行者から見やすい場所か。）

【墜落防止の措置】

車両等が転落、衝突等をする恐れのある箇所には対策を実施しているか。（仮設ガードレー
ル、反射板、点滅器等）

仮の歩行者通路を設けている場合は、柵等で明確に区分され、かつ、危険の無いよう路面の
凹凸をなくしているか。

片側交互通行等の規制を行っている場合、適切に誘導員の配置等を行っているか。

２．労働者に対する安全対策

現 場 代 理 人
確 認 欄

【本リストの位置付け】
　本リストは、過去の建設事故の検証、分
析結果を踏まえ、多くの工事に共通し、事
故防止を図る上で効果的、必須と考えられ
る項目をまとめたものであり、安全対策とし
て、これだけを実施すれば良いというもの
ではありません。
　その他、現場条件等に応じ、必要な措置
についても、適切に実施していただくようお
願いします。

夜間時に視認性を確保できるよう、適切に保安施設を設置しているか。

【立入防止施設】

【看板・標識等の整備】

振動や風等で倒れないよう固定措置がなされているか。

一般交通に影響を与える状況（段差、車線切替、路盤状態等）において、適切な注意看板（徐
行、段差あり、車線変更等）を設置しているか。

やむを得ず路面に段差が生じる場合には、適切に擦り付け（５％以下）を行っているか。

工事区域に第三者が容易に立ち入れるような箇所に立入防止の措置を行っているか。

【作業機械の適切な使用】
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高さ２ｍ以上の箇所で作業を行う場合は、転落防止の対策（手すり等設置、安全帯使用等）を
行っているか。

【一般交通に対する安全】

作業者が感電する恐れがある電気設備に、必要な防護措置はなされているか。

転落の危険のある開口部等に柵等を設けて立入を防止しているか。

枠組足場を設けている場合、「手すり先行工法に関するガイドライン」に則した足場を設けてい
るか。（手すり先行工法で施工し、二段手すり、幅木の機能を有しているか）

【作業環境】

【誘導者、合図者等の適正配置】

【立入禁止の措置】

掘削面は安全な勾配で施工しているか。

クレーン、バックホウ等の旋回体と接触するおそれのある箇所に作業員が立ち入っていない
か。

土羽が雨水等により崩壊しないよう、シート等の対策の必要はないか。

上部で立木等の伐採を行う際には、適切に合図を行った上で実施しているか。

【崩落災害防止】

※本チェックリストの提出にあたり、現場全体が分かる写真（起点、終点側から撮影した写真等）及び備考欄に「※添付写真」と記載
のある項目をチェックした場合は、その部分が確認できる写真（それぞれ代表的な一枚）を併せて添付する。
※各項目のチェックにあたり、改善の措置等の対応を行った場合にはその内容を備考欄に記載する。（例：注意看板の追加設置
等）

休憩場所や飲料水等および適切な休憩時間の確保はなされているか。

作業機械の用途外使用（安全上やむを得ない場合等を除く）を行っていないか。（通常のバック
ホウにて荷を吊り上げていないか等）

クレーン作業を行うにあたり、合図者（操縦者への作業の合図等を行う者）の配置を行っている
か。

車両系建設機械（バックホウ、ブルドーザー等）が路肩部等、転落の恐れのある箇所を走行す
る際に、誘導者を配置しているか。

上部から物体が落下する恐れのある箇所（上下作業となる箇所等）を立入禁止としているか。
また、当該箇所に立ち入る必要がある場合には、適切な防護措置を行っているか。

バックホウの用途外使用による吊り上げや、玉掛け１箇所による吊り上げなどの落下の恐れ
のある吊荷の下に作業員が立ち入っていないか。

クレーン、重機等を使用するにあたり、作業基面（据付地盤）の養生等は必要ないか。

【作業者の感電防止】

配布資料２






